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事例Ⅰ（組織・人事戦略） 

                                  

第１問 

（設問１） 

一般向け医療品の営業活動は、販売店に対して行う。一方、医家向け医療品は、製品開発につな

げるため医療品販売会社の営業担当者に同行し、現場の声を収集するといった現場のﾆｰｽﾞをとら

えることが不可欠である。という違いがある。 

 

（設問２） 

理由は、一般向け医療品市場は、競合との競争環境が厳しく差別化が困難であり、価格競争にな

りやすいが、医家向け市場は、医療現場のﾆｰｽﾞをとらえた付加価値高い商品の提供により、競合

との差別化が可能となり、価格競争を回避できるからである。 

 

第２問 

理由は、①海外では法や規制が異なるため、特許取得に手間がかかったり、情報漏えいﾘｽｸがある、

②研究機関や大学と連携する際、特許があしかせとなり新商品開発に影響がでる、ためである。 

 

第３問 

ﾌﾟﾗｽ面は、経営に関する監視機能が働き、無茶な事業進出等を阻止する力が働くため安定した経

営が可能になること。ﾏｲﾅｽ面は、意思決定が迅速にできなくなることである。 

 

第４問 

施策は、①海外展開に向けた組織体制の構築である。具体的には、海外事情に精通した人材の採

用、育成を行うとともに、海外展開がやりやすい組織構造を構築することである。②大学や研究

機関との共同開発の成果を配分するための取り決めの策定である。 
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事例Ⅱ（マーケティング・流通戦略） 

 

第１問 

戦略は、45 歳から 64 歳の顧客に、付加価値の高い眼鏡を、高い接客技術を持つ従業員により販

売すること。 

 

第２問 

（設問１） 

高価格でも良いものを長く使いたい顧客。 

 

（設問２） 

ａ顧客や販売技術等の経営資源を活用できること。 

ｂﾌｧｯｼｮﾝに強い従業員が尐なく販売力が低下する。 

 

第３問 

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ戦略は、①担当者からの手書きの DM でｵﾘｼﾞﾅﾙｶﾙﾃに記載された話題に触れ、送付頻度

をあげ顧客関係性を強化すること、②ｵﾘｼﾞﾅﾙｶﾙﾃを活用し、既存客に家族紹介をしてもらうことで

ある。 

 

第４問 

ａｻｰﾋﾞｽ失敗時の情報収集ｼｽﾃﾑの構築。 

 

ｂ一般的に､ｻｰﾋﾞｽの失敗に遭遇した顧客の殆どはｸﾚｰﾑをせずに離れていってしまう。そこで購入

後のﾌｫﾛｰを行う等、顧客ができるだけｸﾚｰﾑを言いやすい環境を作ることで顧客ﾛｲﾔﾙﾃｨｰを高める。 

 

第５問 

ｲﾝﾀｰﾅﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの具体的手段は、①業界認定資格取得者に対する手当の付与や取得の支援制度を

設ける。②視力測定やﾚﾝｽﾞ合わせ等に関する高い技術を持つ従業員や資格保有者を講師とした講

習会や、ﾌｧｯｼｮﾝに詳しい若い従業員を講師とした、高齢の従業員に対するﾌｧｯｼｮﾝに関する講習会

を実施する等、従業員同士の教え教えられる環境を整備し、全社的にｽｷﾙの向上を図る。ことであ

る。 
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事例Ⅲ（生産・技術戦略） 

 

第１問 

(a) 外部の専門家の指導を通じ獲得した塗装仕上げの技術力を活用し顧客満足を得られること。 

(b) 施主や設計事務所へのｶﾀﾛｸﾞを用いた営業により工事会社から受注を得ていること。 

 

第２問 

対応策は、生産計画の作成頻度を月次から週次に変更し、確定ﾀｲﾐﾝｸﾞも早めることである。具体

的には、①Ｘ社と連携して、週次のｵｰﾀﾞｰｼｽﾃﾑに見直す、②これまでの受注実績をもとに C 社製

品の生産計画を早めに予測、策定し、月の中旬に確定する週次の OEM 製品の計画と同期化する

ことである。 

 

第３問 

（設問１） 

Ｃ社は、従来の施主や設計事務所へのｶﾀﾛｸﾞを用いた待ちの営業スタイルではなく、ｵﾌｨｽ空間をﾄ

ｰﾀﾙでｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄし提案する攻めの営業ｽﾀｲﾙに変えるべきである。 

 

（設問２） 

設計面の課題は、ｵﾌｨｽ空間をﾄｰﾀﾙで提案できる設計開発力の強化である。生産面の課題は、外注

加工品を含めた全体の納期管理体制を確立し、納品遅れをなくすことである。 

 

第４問 

ﾒﾘｯﾄは、①ＣＡＤ活用により設計能力が向上すること、②過去の設計情報を活用し、設計時に材

料・購入部品・外注加工品を共通化することにより種類削減が可能となること、③設計ﾃﾞｰﾀを活

用して、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ上でそのまま生産・製造のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝができるようになることである。 
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事例Ⅳ（財務・会計戦略） 

 

第１問 

（ａ）棚卸資産回転率  

（ｂ）6.66 回 

（ａ）有形固定資産回転率 

（ｂ）6.79 回 

（ａ）経常利益率 

（ｂ）0.61% 

（ｃ）取引拡大や飛び込み需要対応による製品ﾗｲﾝの増加、設備の老朽化による効率低下、借入金

増による金利負担増である。 

（ｄ）工場新設による稼働率改善と共に製品見直しを行い在削減庫を行う。それによる収益向上

で借入返済をし、金利負担を減らす。 

 

（設問２） 

（ａ） 

税引前当期純利益：＋１５百万円 

 営業外収益：▲５百万円 

 営業外費用：＋40 百万円 

 償却費：＋２２百万円 

 売上債権の増加：▲２１百万円 

棚卸資産の減尐：＋９百万円 

 支払債務の減尐：▲１３百万円   

  小計    ：＋４７百万円 

営業外損益：▲３５百万円 

法人税の支払い額：▲４百万円   

  営業 CF  ：＋８百万円 

 

（ｂ） 

課題は、①債権・債務の回収条件のﾊﾞﾗﾝｽを改善することである。売上債権が増加している一方で

支払債務が減尐しているから、②①による資金不足を補うための借入による金利負担を減らすこ

とである。 

 

第２問 

特別注文を受諾すべきである。理由は、固定費負担不要なため、営業利益が 60 万円増加するから。 

 

第３問 

製品 X：限界利益（２２５）－個別固定費（１００）＝貢献利益（１２５） 
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（ａ）            

製品 Y：限界利益（２５０）－個別固定費（１５０）＝貢献利益（１００） 

製品 Z：限界利益（３２０）－個別固定費（２００）＝貢献利益（１２０） 

 

製品 Z を廃止した場合の営業利益 

＝製品 X・Y の営業利益（37.5＋12.5）－製品 Z 共通固定費（140）＝ ▲９０ 

 

（ｂ） 

製品 Z の貢献利益は＋120 百万円であり、廃止の場合、営業利益が１２０百万円減尐するから廃

止すべきでない。 

 

第４問 

（設問１） 

（ａ）1 年目 －４０百万円、 2 年目 １０百万円、 3 年目 ３５百万円 

（ｂ）－１０百万円 

（ｃ）正味現在価値の期待値がﾏｲﾅｽのため投資すべきでない。 

 

（設問２） 

R&D を行い、低ｺｽﾄの場合は投資を行う。理由は、高ｺｽﾄと判明した場合は、R&D 費と投資額を

控除した正味現在価値の期待値は-125 百万円とﾏｲﾅｽであるが、低ｺｽﾄの場合は、＋８５百万円と

ﾌﾟﾗｽになるからである。 

 

 

 


